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１２月１３日（月） 

三 日 後 

聖書朗読 出エジプト１５：２２～２６ 

いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。すべてのことにおいて感謝しなさい。 

Ⅰテサロニケ５：１６～１８ 

 

神の民は、系列的な救いの出来事を経験したばかりであることが旧約聖書出エジ

プト記からわかります。ファラオの軍隊から逃れて紅海を渡りました。そして、モー

セとミリアムは イスラエルの民をリードして、神様の素晴らしい救いのみわざをほめ

たたえました。それにもかかわらず、その後にすぐ彼らは不平を述べています。たっ

たの３日後に、民はマラで苦い水を見つけたというだけで不満を言い始めました。 

聖書の中の素晴らしい救いの奇跡を実際に見たら、信頼するのは簡単のように思

うかもしれません。しかし、実際に奇跡を目の前で見た人たちでさえ信頼するのは難

しかったのです。彼らはすぐ忘れてしまいました。たったの３日で神様の成し遂げて

くださったより大きなストーリーを見失ってしまいました。 

聖書にしっかりと浸ることの最大の理由の一つは、私たちの目の前にある最も真

実である、素晴らしい物語をずっと持ち続けるためです。そうしないと、私たちは視

野が狭くなりすぐ目の前の問題だけを見てしまうことになります。神様はすべてを造

られました。命の水であられるイエスキリストを通して、偉大な腕で私たちをすくい

上げてくださいました。そして、イエス様は戻って来られて、すべてを新しくしてく

ださいます。それが最も真実である物語です。不平不満を言う癖、 根の深い狭い視野、

信頼の欠如に抗って、神様の素晴らしい救いの計り知れない重要さを日々誉めたたえ

ようではありませんか。 

 

讃美歌 ３３２ 

祈 り おお、神様。私たちの救い主。キリスト様を通していただいた素晴らしい救

いに感謝します。私たちと一緒にいてくださることを信じます。イエス様の

お名前によってお祈りいたします。アーメン。 

ジェフ・キャリー  

テキサス州 ラボック 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１２月１４日（火） 

主を知るということは 

聖書朗読 出エジプト記３３：１～１３ 

今、もしも、私があなたのお心にかなっているのでしたら、どうかあなたの道を教

えてください。そうすれば、私はあなたを知ることができ、あなたのお心にかなう

ようになれるでしょう。この国民があなたの民であることをお心に留めてください。  

                         出エジプト記３３：１３ 

 

本日の聖書朗読では、神様はモーセに、先祖たちに話した乳と蜜の流れる地に民

を導くように言われました。神様は前もって、御使いを遣わし、その土地の異教の文

化を追い出すこともできました。しかし、「あなたがたはうなじのこわい民であるから、

わたしが途中であなたがたを絶ち滅ぼすようなことがあるといけないから」、私はあな

たがたとは一緒には行かないとおっしゃったのです。 

モーセはびっくりして、神様に一緒に行ってくださるようにお願いしました。そ

して、モーセは、神様のことを心から知りたいと願いました。私はパウロが言った言

葉を思い出しました。パウロもイエス様を心から知りたいと思ったのです。「私は、キ

リストとその復活の力を知り、またキリストの苦しみに預かることを知って、キリス

トの死と同じ状態になり、どうにかして、死者の中からの復活に達したいのです」(ピ

リピ３：１０～１１)。 

「知る」という言葉は、聖書においては、最も親密な人間関係を表す時の表現と

して使われます。モーセもパウロも深い、霊的な親密さを持って神様を心の底から知

りたいと望みました。私もモーセやパウロのように神様をもっと深く知りたいと願っ

ています。私は高齢となりましたが、今でも主を心から深く、深く知りたいという思

いが、私を生かし続け、成長させ続けてくれているのです。 

 

讃美歌 ２７６ 

祈 り 私の主であり、父であり友であられる主よ。私は聖書を知っていますし、愛

しています。私はもっと個人的にあなた様を知り、もっと近い関係を持ちた

いです。そして、この世の旅路を神様と手を繋いで生きていきたいです。そ

うさせてください。 

イエス様のお名前でお祈りします。アーメン。 

 

ブルース・M・ヘンダーソン 

ネバダ州 カーソンシティ 

 

 

 

 

 

１２月１５日（水） 

主が愛するものを愛する 

聖書朗読 申命記 １０：１２～２０ 

あなたがたの神、主は神の神、主の主、偉大で、力あり、恐ろしい神。かたよって

愛することなく、わいろを取らず           申命記 １０：１７ 

 

讃美歌の作詞家たちは、「主は神の神、主の主、偉大で力がある」という言葉をよ

く用います。 

しかし、モーセはその言葉に続けて驚くようなことばを続けています。「みなしご

や、やもめのためにさばきを行い、在留異国人を愛してこれに食物と着物を与えられ

る。」（申命記１０：１８）神様を「神の神」と表現したすぐ後に、モーセは神様は最

も弱いものに寄り添ってくださる方であると述べています。「主の主」は、孤児のこと

をご存知で、気にかけられています。「神の神」は、やもめのことを気にかけられてい

ます。偉大で力ある神様は、今、現在においても、多くの国境の難民たちにも救いの

手が差し伸べられ、公義が示されることを望んでおられます。 

私は特に「望まれない子どもたち」への神様の深いまなざしに目が留まりました。

私たちは、困難な状況にいる子供たちの話を頻繁に見たり聞いたりします。空腹で親

もなく家もない子どもたちです。モーセのことばは、神様が愛する孤児たち、やもめ

たち、ホームレスを愛することの大切さを思い出させてくれます。 

 

讃美歌 ４６７ 

祈 り 親愛なる神様。どうしようもない状況の人たちを助ける働きそしている人た

ちを祝福してください。 

イエス様のお名前で祈ります。アーメン。 

 

ハロルド・シャンク  

オクラホマ州 エドモンド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１２月１６日（木） 

アドバイスを受ける 

聖書朗読 １列王記１２：１～１５ 

王は荒々しく民に答え、長老たちが彼に与えた助言を退け、若者たちの助言どおり、

彼らに答えてこう言った。        １列王記１２：１３～１４ 

 

今は、世界中から情報を得ることができる時代です。世界中に住む友人たちと話

すこともできます。人生のアドバイスを受ける情報源はエンドレスにあります。しか

し、どこからアドバイスを受けるのがいいのでしょうか。 

レハブアムが父ソロモンの跡を継いだ時、２つの選択肢がありました。レハブア

ムの近くの若い者たちは、民に過酷な取り立てをすることに賛成していましたが、長

老たちはそれに反対しました。年配者の知恵に耳を傾けることなく、レハブアムは若

い者のアドバイスを受け、民に過酷な取り立てを課しました。しかし、それは誤りで

した！ 

年をとっている、イコール知恵があるというわけではありません。しかし、経験

豊富な人たちのアドバイスに少しでも耳を傾けるということは役に立ちます。私たち

には、それ以上の誰でも得ることのできるすばらしい知恵で満ちている最高の情報源

であります。それは、どんな情報にもまさるもの、みことばです。 

 

讃美歌  Ⅱ８３ 

祈 り  親愛なる神様。他の人からも学びつつ、あなたのみことばをしっかり咀嚼

して行動することができますように。 

イエス様のお名前によってお祈りいたします。アーメン 

 

 

アンドリュー・フィリップ 

テネシー州 コロンビア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１７日（金） 

聖 な る 休 息 

聖書朗読 １列王記１９：１～１９ 

すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのもとに来なさい。わたしがあ

なたがたを休ませてあげます。             マタイ１１：２８ 

 

私たちはストレスの多い社会に生きています。しかし、エリヤがカルメル山でバ

アルの預言者たちに打ち勝ったときのエリヤのストレスとを比べると、私たちのスト

レスは小さく見えます。イザベルから明日の今ごろまでにエリヤを殺すというメッセ

ージを受け取りました。エリヤはもう自分は十分生きたからいのちを取られても良い

と言いますと、御使いが来て、エリヤに触って、「起きて食べなさい」と言いました。

彼は起きて食べ飲み、再び横になりました。また、御使いは再びエリアに食べ物と飲

み物を与えました。エリヤが休息をとり食事をした後、彼は回復し、４０日の旅に出

る力を得ました。 

最も霊的なことは、休息であることもあります。人生の旅路が辛すぎる時があり

ます。そういう時は、一旦止まり、睡眠をとり、神様に自分の身体的な必要と精神的

必要を頂いて下さい。イエス様により頼み、そして休息を見つけることができますよ

うに。 

 

讃美歌 Ⅱ１４４ 

祈 り 親愛なる主よ。ストレスを感じる時、あなた様にそれをお任せして、休息を

見つけることができますように。 

イエス様のお名前によってお祈りします。アーメン。 

 

 

ローズメリー・マクナイト 

テネシー州 ヘンダーソン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１２月１８日（土） 

神の手が軽くしてくださる 

聖書朗読 １列王記 １９：１０− １８ 

そこでも、あなたの御手が私を導き あなたの右の手が私を捕らえます。 

詩篇１３９：１０ 

 

将来、歴史家たちがここ数年の出来事を言い表すとしたら、パンデミック、ソー

シャルディスタンス、格差、混乱といった同じような聞き飽きた言葉を使うのではな

いかと思います。しかし、優れた歴史家は、鳥瞰的（ちょうかんてき）に見て その時

代に生きることは何を感じていたかを教えるために人間の心の深さを計ります。そう

いう歴史家たちは全員「孤独」という一つの言葉をキーワードにするでしょう。 

ホラブ山でのエリヤの様子を読むと、「孤独」という言葉が頭に浮かびます。彼は

信じられないようなチャレンジに直面していましたが、「ただ私だけが残りました」と

いう言葉の中に彼の不満が見て取れます。 

神様はエリヤを彼が最も必要としている「仲間」を加えることによって彼を慰め

ました。ハザエル、エフー、エリシャと７千人の信頼できる魂がエリヤのそばで一緒

に闘うことになります。その仲間を得たという確信を持つことにより、エリヤは再び

戦いに戻ることができました。 

パンデミックの影があなたを襲っても、あなたは一人ではないのだと思い出して

ください。主はあなたと共にいてくださいます。そして、主にある人々もあなたを取

り囲んでいます。 

 

讃美歌 ４４８ 

祈 り 父なる神よ。 私は、疲れた孤独な心であなたの御前にいます。神様が私たち

の心の、私たちの置かれている状況の、私たちの周りの人々の真ん中にいら

っしゃると感じさせてください。一人ぼっちではないということを見せてく

ださい。 

私たちが味わわなくていいように孤独な道を歩まれたイエス様のお名

前でお祈りいたします。アーメン。 

 

ドリュー・ベイカー 

ノースキャロライナ州 ルイスビル 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１９日（日） 

全部読んでください！ 

聖書朗読 Ⅱ列王記１９：９～１９ 

私たちの神、主よ。どうか今、私たちを彼の手から救ってください。そうすれば、

地のすべての王国は、主よ、あなただけが神であることを知りましょう。 

Ⅱ列王記１９：１９ 

 

ヒゼキヤ王はピンチでした。アッシリア軍のリーダーのセンナケリブ王が次々と

勝利を収め、エルサレムを襲おうとしていました。負けが確実であるので、センナケ

リブ王はヒゼキヤ王に降参するように手紙を送りつけました。挑戦する意味はあるの

か。これまで、勢い強く勝ち続けているのだから、エルサレムだって同じこととヒゼ

キヤは思ったことでしょう。ヒゼキヤは手紙を受け取ると、それを主の宮に持って行

き、主の前に広げて読みました。ヒゼキヤは降参する代わりに非常に恐ろしい敵と直

面していました。彼は神様に何が起こっているか打ち明けました。ヒゼキヤは主の民

が救われるように祈りました。最終的に、彼の信仰が彼を救いました。その夜、主の

御使いが１８万５千人のアッシリア人を殺し、ヒゼキヤの軍は勝利しました。 

あなたには心配な「センナケリブ」がありますか？それは、健康、経済、人間関

係、苦悩、疑惑、恐れなどですか。ヒゼキヤのように、神様の前でそれを全部打ち明

けましょう。全ての問題を神様の前に広げ、あなたのために善を為してくださるとい

う信仰を持ちましょう。 

 

讃美歌 ２７０ 

祈 り お父様。あなたの並外れた愛と、私たちの敵から救ってくださる力を感謝い

たします。ヒゼキヤのような信仰を持つことができますように！ 

イエス様のお名前でお祈りします。アーメン。 

 

アンナ・キャリー  

テキサス州 ラボック 

 

 


